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受
け
て
の
職
員
の
対
応
や
こ
れ
か

ら
の
計
画
の
記
載
に
よ
り
一
連
の

支
援
過
程
で
何
を
考
え
、
ど
う

対
応
し
た
か
の
流
れ
が
見
え
る
こ

と
な
ど
を
伝
え
、
⑦
実
際
に
自
作

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
演
習
等

を
展
開
し
た
。

●
今
後
の
展
望

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ

Ｐ
を
用
い
て
日
々
の
ケ
ー
ス
記
録

や
訓
練
記
録
を
書
く
こ
と
が
広

く
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
伝
達
研
修
を
受

け
、
個
人
単
位
や
各
施
設
で
も

取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
動
き
が
見

ら
れ
る
。
今
後
も
自
立
支
援
局

内
で
の
研
修
を
実
施
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
各
記
録
を
入
力
す

る
支
援
シ
ス
テ
ム
等
へ
の
活
用
や
、

国
立
施
設
の
役
割
の
１
つ
で
も
あ

る
情
報
発
信
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
に
微
力
な
が
ら
精
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
は
じ
め
に

　

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
自
立
支
援
局
（
以
下
、

自
立
支
援
局
と
い
う
）
は
、
自
立

訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）、

就
労
移
行
支
援
等
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
多
機
能
型

の
施
設
で
あ
る
。
北
海
道
函
館

市
、
埼
玉
県
所
沢
市
、
兵
庫
県

神
戸
市
、
福
岡
県
福
岡
市
、
大

分
県
別
府
市
の
そ
れ
ぞ
れ
で
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

自
立
支
援
局
で
は
、
生
活
支
援

担
当
職
員
等
を
対
象
に
研
修
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
Ｆ
－

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修

会
を
実
施
し
た
。
そ
の
経
緯
や
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

●
研
修
会
実
施
ま
で
の
経
緯

　

自
立
支
援
局
で
は
、
多
職
種

に
よ
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
で
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
は
生
活
支
援
を
担
当
す
る
職
員

（
社
会
福
祉
士
）
も
訓
練
を
提

供
す
る
機
会
が
あ
る
。
生
活
支

援
お
よ
び
訓
練
を
提
供
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う

力
が
重
要
で
あ
る
が
、
経
験
の
違

い
等
に
よ
っ
て
こ
の
「
ア
セ
ス
メ
ン

ト
力
」
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
課
題
と
も
い
え
る
。

　

そ
こ
で
、
自
立
支
援
局
の
各
施

設
の
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会

の
中
で
、「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
機

会
を
日
々
の
支
援
の
中
で
習
慣
化

さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
を
目
的
に

Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
記
録
法
を
活

用
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
監

修
者
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
障
害

福
祉
分
野
で
の
活
用
を
促
進
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
（
※
）
を
受
講
し
、

伝
達
研
修
と
い
う
形
で
自
立
支
援

局
の
研
修
会
に
て
講
義
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

●
研
修
会
の
実
施

　

研
修
会
は
、「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力

を
磨
く
た
め
の
生
活
支
援
記
録
法

（
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
の
活
用
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
実
施
し
た
。
①

ニ
ー
ズ
と
は
何
か
、
②
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
③
日
々
の

支
援
の
中
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

視
点
を
持
ち
続
け
る
こ
と
、
④
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
習
慣
化
す
る
た
め

の
１
つ
の
方
法
と
し
て
、
生
活
支

援
を
担
当
す
る
職
員
が
記
録
す

る
叙
述
形
式
の
「
ケ
ー
ス
記
録
」

や
「
訓
練
記
録
」
の
中
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
視
点
を
落
と
し
込
ん
で

い
く
こ
と
、
⑤
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
は

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
視
点
に
合
わ
せ
て

ス
ト
レ
ン
グ
ス
（
強
み
）
に
着
目

す
る
こ
と
、
⑥
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

図 1 叙述形式による記載例（ケース記録）

【本人から相談】
本人の居室を訪問した際に本人から相談あり。
「今度の誕生日で 20歳になるんですけど、母から障害年金の申請をしたいと連絡があったの
で申請手続を手伝ってもらえますか。」とのこと。
母親は知り合いから障害年金のことを聞いたが、手続の方法はあまり分かっていないとのこ
と。本人は母から聞いてお金がもらえると認識している。
担当CWからは、障害年金の申請に係る書類について説明し、診断書や受診状況等証明書の作
成はかかりつけ医に依頼すること、本人・家族で作成する書類があるため、その書類について
は本人が記載し、担当CWも内容を確認しながらサポートできることを説明。本人も了解。
本人はお小遣いとしてもらえると思っている様子もあり、楽しみにしているようであるが、
金銭管理面に課題もあることから、これを機に金銭管理などが自身でできるように働きかけ
ることができないか、母親とも相談することとしたい。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
研
修
結
果
と
活
用
へ
の
展
望

～
ニ
ー
ズ
指
向
の
多
面
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
向
上
を
め
ざ
し
て
～

図２ F-SOAIP による記載例（ケース記録）

【本人の居室を訪問した際に本人から相談】
F：障害年金申請にかかる対応
S：今度の誕生日で20歳になるんですけど、母から障害年金の申請をしたいと連絡があっ
　 たので申請手続を手伝ってもらえますか。
O：母親は知り合いから障害年金のことを聞いた。手続の方法はあまり分かっていない。
O：母から年金のことを聞いてお金がもらえると認識している。
A：お小遣いとしてもらえると思っており、楽しみにしている。
A：金銭管理面に課題もあることから、これを機に金銭管理などが自身でできるように働きかけることはできないか。
I ：障害年金の申請に係る書類について説明し、診断書や受診状況等証明書の作成はかかり
　 つけ医に依頼すること、本人・家族で作成する書類があるため、その書類については本
　 人が記載し、担当CWも内容を確認しながらサポートできることを説明。
P：自身での金銭管理につなげていけるよう、母親とも相談する。
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対
人
支
援
専
門
職
と
し
て
記

録
方
法
を
学
ぶ
機
会
が
な
く
、
と

て
も
苦
手
だ
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
普
段
何
げ
な
く
書
い
て
い
る

記
録
で
す
が
、
自
由
記
述
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、

時
間
や
労
力
を
要
す
る
の
が
記
録

業
務
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ

Ａ
Ｉ
Ｐ
を
知
り
、
本
事
業
団
に
お

い
て
数
年
越
し
で
念
願
だ
っ
た
記

録
に
関
す
る
研
修
が
実
現
で
き
ま

し
た
。 

●
研
修
を
受
け
て
の
学
び

　

Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
導
入
に
よ
り
、

①
記
録
時
間
短
縮
だ
け
で
は
な
い

こ
と
、
②
自
分
た
ち
の
や
り
が
い

に
も
な
る
と
い
う
こ
と
、
③
読
み

手
に
分
か
り
や
す
く
な
り
、
利
用

者
に
と
って
も
分
か
り
や
す
く
な
る

こ
と
、
④
項
目
ご
と
に
分
け
て
記

入
す
る
こ
と
で
、
後
か
ら
見
返
し

た
と
き
に
課
題
や
そ
れ
に
対
す
る

対
応
な
ど
が
分
か
り
や
す
い
こ
と
、

⑤
必
要
な
こ
と
が
簡
潔
に
ま
と
ま

る
こ
と
、
⑥
記
録
の
方
法
に
統
一

さ
れ
た
ル
ー
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
⑦

叙
述
形
式
と
比
べ
、
要
点
を
押
さ

え
て
記
録
を
し
た
方
が
、
見
直
し

の
時
な
ど
に
見
や
す
く
な
る
こ
と

⑧
多
職
種
連
携
の
ツ
ー
ル
に
な
る
と

い
う
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
読
み
手
の
時

間
短
縮
に
も
つ
な
が
る
こ
と
も
メ

リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
、
多
職
種
の
共

通
の
ツ
ー
ル
と
し
て
事
例
検
討
な

ど
に
活
用
し
て
い
き
、
記
録
技
術

の
定
着
を
図
れ
る
と
良
い
の
で
は

な
い
か
等
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

●
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
導
入
・
活
用
の
展
望

　

今
後
、
事
業
団
内
で
ど
の
よ
う
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て
い
く
か
は
未
定

で
す
が
、 

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に

も
対
応
で
き
る
こ
と
は
魅
力
的
な
の

で
、
異
動
の
あ
る
事
業
団
で
こ
そ
活

用
す
る
の
が
望
ま
れ
ま
す
。
実
際

に
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
を
導
入
す
る
と

な
る
と
、
考
え
な
が
ら
で
時
間
も
か

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
う
ち
は
記
入
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
少
し
慣
れ
れ
ば

活
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
訓

練
期
間
を
設
け
、
取
り
組
み
の
事

例
を
皆
で
振
り
返
る
機
会
を
持
ち

な
が
ら
、
や
り
方
を
深
め
て
い
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
は
、
利
用
者

と
専
門
職
と
の
対
応
関
係
の
全
て

の
行
為
を
明
ら
か
に
す
る
ツ
ー
ル

で
あ
り
、
多
職
種
連
携
も
こ
の

記
録
法
で
促
進
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。「
記
録
が
変
わ
る
と
、
実
践

も
変
わ
る
」
と
い
う
言
葉
が
大
変

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ

Ａ
Ｉ
Ｐ
の
導
入
・
活
用
を
通
じ
て

こ
の
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

監
修
者
コ
メ
ン
ト

Ｆ-

Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｐ
で
障
害
福
祉
領
域

の
横
断
的
な
諸
課
題
解
決
を

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

や
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
障
害
福

祉
行
政
主
導
の
好
事
例
と
し
て
、

沖
縄
県
う
る
ま
市
に
よ
る
地
域

関
係
機
関
の
相
談
職
や
ケ
ア
職

等
と
も
協
働
し
た
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ

Ｉ
Ｐ
搭
載
記
録
シ
ス
テ
ム
の
独

自
開
発
が
注
目
さ
れ
る
。
本
市

の
障
害
領
域
に
お
け
る
委
託
業

務
で
は
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
導
入

が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の
二

つ
の
実
践
現
場
の
Ｆ-

Ｓ
Ｏ

Ａ
Ｉ
Ｐ
導
入
に
向
け
た
先
駆

的
な
取
り
組
み
は
模
範
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

Ｆ-

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
貢
献
は
、

本
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

報
酬
改
定
に
お
け
る
支
援
機
能
・

体
制
充
実
、
権
利
擁
護
や
医
療

機
関
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
も
、

高
齢
領
域
と
同
様
に
期
待
さ
れ

る
。
な
お
、
医
療
的
ケ
ア
児
を

巡
っ
て
は
、
Ｆ-

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ

先
進
例
と
し
て
医
療
型
障
害
児

入
所
施
設
や
国
立
病
院
の
重
症

心
身
障
害
病
棟
が
参
考
に
な
る
。

連　載

異
動
の
あ
る
社
会
福
祉
事
業
団
で
こ
そ

書
き
や
す
く
・
読
み
や
す
い
Ｆ
－
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
効
用
発
揮
を

図３ F-SOAIP による記載例（相談記録）
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Ｆ：通常級・支援級の選択提案
S：支援級のままがいい。通常級は嫌。
　　　　　支援級に戻ると言ったらパパとママに怒られる。
Ｓ（両親）：支援級にいると勉強が追い付けないので通常級を希望
　　　　　皆と同じクラスの一員として扱われる経験をさせたい。
O：療育手帳なし。軽度知的障害。小４。支援級に在籍する男児。
　　2カ所の放デイを利用。Aは SST等が中心、Bは学習中心の事業所。
O（母）：学校の学習は1年半遅れている。個別指導塾で算数と漢字をやっている。
　　　本人は追い込まれないとやらないタイプ。
　　　通常級に行ってから支援級に戻ることもできる。
O（担任）：どっちにするか微妙なところで、どちらでもあり。
O（A）：ストレスで独語が増えている。
O（B）：学習面で難しい。漢字は答えをみながら、算数は掛け算もおぼつかない。
Ａ：支援級の方が本人に合っているのではないか。
　　通常級にいくことは負担になるのではないか。
　　やってみてダメなら変更する方が、家族も納得できそう。
　　障害が軽度なため、家族の障害受容がまだできていないのかもしれない。
Ｉ：少しがんばればできることなのか、学習面は精神論では難しいこともある。
　　その見極めが必要だと思うことを伝えた。どちらに行っても本人次第。
　　本人が辛い、行きたくないとならないように考えてはどうかアドバイスした。
Ｐ：どちらに決めたか、ご連絡をいただくことにした。
　　関係機関に面談の内容を後日共有していく。


